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要  旨  

長引く不況のもと、貧困と格差の広がりは子供たちにも深刻な影響を

与えており、経済的理由から満足な食事がとれず、学校給食が命綱にな

っている子供さえ生まれている。 

学校給食は、戦後間もなく子供の栄養状態の改善を目的に始められ、

今日では食育のかなめとして生活の基本となる食事、食文化を伝える教

育の柱の一つとなっている。 

また、憲法 26 条は、義務教育は、これを無償とすると明記している。

この憲法の精神に立てば学校給食も無償とするのが本来であり、既に実

施している自治体もある。 

子育て日本一を掲げている本市ならば、子育て支援として、全ての小・

中学生の心と体の健やかな成長に欠かすことのできない学校給食を無償

にすることができるはずである。 

ついては、学校給食費の無料化を実施していただきたい。 
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田中光明、荒川 徹、石田康高 

請 願 者 

若松区小糸町１２－８ 

子ども達にあたたかい学校給食をとどける会 

代表 三輪 俊和   （署名 2,702 人）  

件   名  学校給食費の無料化について 

H26.12.25:署 名 731 人 追加  

H27.01.21:署 名 835 人 追加  

H27.01.23:署 名 095 人 追加  

H27.01.27:署 名 351 人 追加  


